
≪院内トリアージについて≫ 

院内トリアージとは 

 時間外受診の受付後、診察前に専門知識を有した看護師が症状を伺い、緊急度・重症度を

判定し、より早期に治療を要する方から優先して診察する方法です。 

したがって、受付順の診察でないため、待ち時間が長くなる場合があります。 

 

【救急外来受診の流れ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【トリアージ区分】 

蘇 生 

「生命または四肢・臓器が危篤状態で、直ちに初期対応が必要な病態」 

緊 急 

「生命または四肢・臓器が危篤状態に陥る危険性が高く早急に治療を要する病態」 

準緊急 

「バイタルサインは安定しているが、長時間待てない病態」 

診 察 

「緊急性が低く、診察まで１～２時間待てる病態」 

感染隔離 

「伝染性疾患の疑いがあり、周囲へ伝播する可能性がある病態」 

◆５段階評価にて緊急度判定(JTAS に準拠) 

 

ご理解とご協力をお願いいたします。 

 

 

東京女子医科大学附属 八千代医療センター 救急外来 

来  院 

診察 ・ 処置 

院内トリアージの実施 

(看護師による問診) 

待 機 


